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議 会 が グ ッ と 近 く な る ！

NOTEBOOK

「代表質問」
次は
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代表質問 代表質問

写
真
で
見
る

注
目
予
算

令
和
8
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

４
８
３
億
５
７
０
０
万
円

2

会派一覧はこちら

公明党　近藤隆行

物価高に負けない
持続的な予算を

問
物
価
高
の
影
響
に
よ
り
、
様
々
な
資
材
の
高
騰
や
、
公
共
施
設
の
維
持

管
理
費
、
社
会
保
障
費
、
人
件
費
な
ど
増
加
し
て
い
る
が
予
算
や
財
政

全
体
に
与
え
る
影
響
が
あ
る
。
市
の
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
様
々
な
物
価
高
の
状
況
下
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

事
業
の
見
直
し
や
、
市
役
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
で

支
出
を
抑
制
し
、ふ
る
さ
と
納
税
の
取
組
の
強
化
や
、基
金
の
運
用
な
ど
に
よ
り
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
の
暮
ら
し
を
守
る

問
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
よ
り
長
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
地
域
共
生
社
会
の
構
築
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
認

識
を
伺
う
。

答
医
療
や
介
護
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
さ
ら
な
る
深
化
・
推
進
を
図
り
、
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

新風みらい　田澤信行

問
予
算
編
成
に
お
い
て
重
点
を
置
い
た
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
新
年
度
予
算
案
は
「
み
ん
な
で
つ
く
る
燕
市
」
の
理
念
の
も
と
、「
稼
ぐ

燕
市
・
育
て
る
燕
市
・
燕
は
ひ
と
つ
」
を
重
点
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
「
変
化
の
兆
し
」
が
見
え
る
こ
と
を
目
指
し
、
予
算
編
成
を
し
た
。
ま
た
、
市

長
が
考
え
る
「
稼
ぐ
燕
市
」
と
は
、
市
内
の
主
要
産
業
で
あ
る
製
造
業
や
農
業

な
ど
を
さ
ら
に
活
性
化
し
、
市
全
体
の
経
済
活
動
に
活
力
を
も
た
ら
す
こ
と
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

問
移
住
促
進
策
と
し
て
、
首
都
圏
へ
の
情
報
発
信
力
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
市
長
の
ト
ッ
プ
営
業
と
し
て
、
首
都
圏
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
企
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
連
携
強
化
に
つ
な
が

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
首
都
圏
に
在
住
し
て

い
る
燕
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
し
て
新
し
い
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
つ
く
り
、
さ
ら

な
る
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

佐野新市長の　
目指す燕市とは

日本共産党　 宮路敏裕

問
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
り
、
職
員
の
業
務
負
担
が
過
多
に
な
っ

て
い
な
い
か
。
ま
た
、
業
務
の
複
雑
化
・
高
度
化
に
対
応
す
る
人
材
育

成
や
継
承
が
求
め
ら
れ
る
が
、
正
職
員
比
率
42
・
３
％
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

答
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
業
務

量
は
増
加
し
、
職
員
の
負
担
も
増
し
て
い
る
。
正
職
員
は
令
和
８
年
度

６
４
０
人
で
、
令
和
２
年
度
と
比
べ
22
人
増
。
部
活
動
指
導
員
や
児
童
ク
ラ
ブ

の
新
設
に
伴
う
配
置
な
ど
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
１
３
４
人
増
と
な
り
、
結

果
と
し
て
正
職
員
比
率
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
る
。

問
職
員
採
用
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
と
想
定
さ
れ
る
が
、
人
材
確
保
に
向

け
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
受
験
者
数
の
減
、
内
定
辞
退
者
増
な
ど
の
状
況
に
あ
る
。
民
間
企
業
か

ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
受
け
入
れ
、
働
き
や
す
さ
な
ど
積
極
的
に
発
信
し
、

燕
市
へ
の
志
望
度
を
高
め
、
職
員
確
保
に
つ
な
げ
て
い
る
。

業務負担軽減　
図る人事構成を
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既存施設を解体し駐車場を整備する予算です。
今年の夏のオープンを目指し整備が進められています。

吉田ふれあい広場東側にナイター照明4基を備えた
多目的人工芝サッカーコート1面を新設します。

小学校は国の制度に月1500円を上乗せし保護者負担をゼロに。
中学校は食材費上昇分を補助し、保護者負担を据え置きます。

「
代
表
質
問
」
と
は
、
議
会
の
会
派
代
表
者
が
市
政
に
対
す
る
市
長
の
姿

勢
を
質た
だ

す
も
の
で
す
。
焦
点
を
は
っ
き
り
と
さ
せ
た
代
表
質
問
を
通
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
分
か
り
や
す
い
議
会
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

代
表
質
問

学校給食費保護者負担の軽減
予算額・9519万円

B＆G海洋センター移転改築事業
予算額・1億9959万円

サッカー場整備事業
予算額・6億3660万円

 



各委員による予算審査各委員による予算審査
議員の注目点Part.1 ▶ 令和8年度 市のお金の使い道

日
常
生
活
で
常
時
介

護
を
必
要
な
人
に

重
度
心
身
障
が
い
者
福
祉
事
業

４
１
５
９
万
円

問
前
年
度
よ
り
86
万
円
程
の
減
額
の

理
由
を
伺
う
。

答
事
業
費
の
内
容
は
、
特
別
障
が

い
者
手
当
（
３
４
４
４
万
円
）

障
が
い
児
福
祉
手
当
（
６
９
５
万
円
）

福
祉
手
当
（
20
万
円
）
と
３
つ
の
事
業

が
あ
る
。
一
人
一
人
へ
支
払
う
手
当
額

は
増
加
す
る
も
の
の
、
受
給
者
の
減
少

に
伴
い
、
全
体
と
し
て
予
算
額
が
減
少

し
て
い
る
。感

謝
を
伝
え
る
80
歳

の
つ
ど
い

敬
老
事
業　

8
８
３
万
円

問
「
米
寿
を
お
祝
い
す
る
会
」
か

ら
「
感
謝
を
伝
え
る
80
歳
の
つ

ど
い
」
に
し
た
理
由
と
安
全
面
を
伺
う
。

答
対
象
年
齢
を
下
げ
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
方
か
ら
参
加
い
た

だ
け
る
と
考
え
て
い
る
。
燕
市
文
化
会

館
で
の
開
催
予
定
だ
が
、
会
場
内
の
階

健
康
・
福
祉

高
め
る守

る

吉
田
中
心
地
に
お
け
る

に
ぎ
わ
い
創
出

中
心
市
街
地
再
生
モ
デ
ル
事
業

５
０
０
０
万
円

問
ど
れ
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を

想
定
し
て
い
る
か
。

答
年
に
数
回
朝
市
と
同
じ
日
に
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
し
て
い
る
。
令
和
9

年
度
か
ら
は
、
毎
月
の
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、
年
間
大
体
８
０
０
人
程
度
の
に
ぎ

わ
い
創
出
を
想
定
し
て
い
る
。

放
置
森
林
の
増
加
に
伴

う
管
理
体
制

森
林
経
営
管
理
事
業
（
森
林
整
備
費
）

７
６
９
万
円

問
実
施
エ
リ
ア
内
の
所
有
者
の
把

握
は
終
了
し
て
い
る
か
。

答
実
施
予
定
範
囲
の
所
有
者
は
全

員
把
握
し
て
お
り
、事
業
実
施
の

際
に
は
、事
業
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

新
婚
世
帯
の
移
住
補
助
、

別
制
度
へ
一
本
化

つ
ば
め
移
住
・
定
住
促
進
事
業　

４
５
８
７
万
円

問
移
住
者
住
宅
費
補
助
金
で
新
婚

世
帯
を
対
象
外
に
し
た
理
由
は
。

答
類
似
制
度
に
よ
る
混
乱
を
防
ぐ

た
め
、
使
途
が
広
く
補
助
上
限

額
も
高
い
「
結
婚
新
生
活
支
援
金
」
へ
一

本
化
し
た
。
国
・
県
の
補
助
に
よ
り
市
の

財
政
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

出
張
！
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
の
想
定
は

広
報
広
聴
費　

４
３
４
０
万
円

問
市
長
が
自
ら
出
向
く
「
出
張
!

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
の
対
象
や

想
定
回
数
は
。

答
市
内
在
住
・
在
勤
等
の
５
名
以

上
の
団
体
か
ら
の
申
込
み
に
応

じ
、
市
長
が
直
接
出
向
い
て
事
業
説
明
や

意
見
交
換
を
行
う
。
議
会
月
等
を
除
き
、

年
５
回
程
度
の
開
催
を
想
定
し
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
支
援

は
次
の
段
階
へ

燕
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

１
４
２
万
円

問
燕
背
脂
ラ
ー
メ
ン
シ
ー
ル
祭
り

や
、
お
土
産
品
グ
ラ
ン
プ
リ
を

新
年
度
は
実
施
し
な
い
理
由
を
伺
う
。

答
燕
背
脂
ラ
ー
メ
ン
シ
ー
ル
祭
り

は
３
年
間
実
施
し
、
認
知
度
の

向
上
や
お
店
の
売
上
に
あ
る
程
度
効
果

が
あ
っ
た
の
で
一
区
切
り
と
す
る
が
、

今
後
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。
お
土
産

品
グ
ラ
ン
プ
リ
に
つ
い
て
は
、
お
土
産

の
開
発
の
支
援
を
強
化
し
、
次
回
の
開

催
は
今
後
検
討
す
る
。

よ
り
充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催

道
の
駅
「
国
上
」
運
営
費　

１
８
５
０
万
円

問
誘
客
促
進
を
図
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
実
施
と
あ
る
が
、
よ
り
楽

し
く
、
面
白
い
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
イ
ベ
ン
ト
の
楽
し
さ
面
白
さ

は
、
お
客
様
の
満
足
度
に
直
結

す
る
重
要
な
要
素
な
の
で
、
イ
ベ
ン
ト

事
に
テ
ー
マ
を
絞
り
、
目
的
を
明
確
化

す
る
こ
と
で
、
今
後
も
満
足
度
の
向
上

に
努
め
て
い
く
。

産
業
・
観
光

働
く魅

せる

段
や
段
差
、
車
椅
子
の
方
や
ト
イ
レ
の

誘
導
な
ど
で
事
故
が
起
き
な
い
よ
う
注

意
を
払
っ
て
い
き
た
い
。

検
診
体
制
整
備
の
充

実

胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
事
業　

２
５
６
１
万
円

問
胃
が
ん
内
視
鏡
検
診
は
拡
大
し

て
い
る
が
、
そ
の
他
は
ど
う
か
。

答
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る
が
ん

検
診
と
し
て
、
以
前
か
ら
子
宮

が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て

お
り
、
女
性
検
診
や
集
団
検
診
も
今
ま

で
ど
お
り
実
施
し
て
い
く
。

燕
市
立
中
学
校
の
部
活

動
は
こ
う
変
わ
る

部
活
動
の
地
域
展
開
事
業　

３
７
５
７
万
円

問
中
学
校
の
部
活
動
が
あ
る
中
、

平
日
の
活
動
は
可
能
か
。
夜
の

活
動
は
で
き
る
の
か
。

答
9
月
よ
り
平
日
の
部
活
動
の
休

止
日
を
週
２
日
間
設
定
し
、
う

ち
１
日
を
未
来
い
き
い
き
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
可
能
日
と
す
る
。
夜
は
、
こ
れ
ま

で
の
学
校
開
放
で
活
動
し
て
い
た
団
体

と
重
な
ら
な
い
よ
う
、
19
時
ま
で
の
２

時
間
以
内
と
し
て
い
る
。

児
童
等
の
安
全
対
策

通
学
路
等
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
業

２
８
０
６
万
円

問
令
和
７
年
度
は
19
台
、
令
和
８

年
度
は
48
台
と
増
の
要
因
は
。

答
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
強
化

す
る
た
め
増
や
す
。
設
置
場
所

は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
へ
要

望
し
、
市
と
学
校
間
で
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
・
教
育

学
ぶ育

てる
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生
活
・
ま
ち
づ
く
り

暮
ら
す生きる

酒呑童子神社駐車場で行われた塞の神イベントは
大勢の参加者でにぎわいました 文化会館で行われた昨年の「燕市米寿をお祝いする会」

吉田地区で開催された「トコマルシェ」には
多くの市民が訪れ、にぎわいました

保護者や地域の要望により防犯カメラが設置され、
子供たちの安全を見守っています
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議決結果・各議員の賛否 各委員による予算審査

３月定例会の議決結果 網かけ（　　）は、賛否が分かれた議案等です。賛成数・反対数、
議員の賛否内訳は下の表をご覧ください。議案等の詳細、過
去の賛否内訳も議会ホームページから見ることができます。

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

報告 2 専決処分の報告（令和７年度燕市一般会計
補正予算）（第９号） 

◎

令
和
８
年
度
予
算

3 燕市一般会計予算 ○ 2〜6

4 燕市国民健康保険特別会計予算 ○ 6

5 燕市後期高齢者医療特別会計予算 ○

6 燕市介護保険事業特別会計予算 ○

7 燕市土地取得特別会計予算 ◎

8 燕市下水道事業会計予算 ◎

人事 9 燕市監査委員の選任 ◎

条
例
の
制
定
・
改
正

10 燕市職員定数条例の一部改正 ◎

11 燕市行政手続条例の一部改正 ◎

12 燕市議会の議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部改正

○

13 燕市特別職の職員の給与に関する条例の
一部改正

◎

14 燕市職員旅費支給条例の全部改正 ◎

15 燕市温泉保養センター条例の全部改正 ◎

16 燕市特定乳児等通園支援事業の運営に関
する基準を定める条例の制定

◎

番　号 件　　　名
審議
結果

掲載
ページ

条
例
の
制
定
・
改
正

17 燕市火入れに関する条例の一部改正 ◎

18 燕市営住宅条例の一部改正 ◎

19 燕市コミュニティセンター条例の制定 ◎ 8

20 燕市青少年育成センター条例の廃止 ◎

21 燕市青少年問題協議会条例の廃止 ◎

22
三条市、燕市、加茂市、田上町及び弥彦村
並びに新潟県三条・燕総合グラウンド施設
組合の公の施設の相互利用に関する協定
の一部変更

◎

23 市道路線の廃止及び認定 ◎

補
正
予
算

24 令和７年度燕市一般会計補正予算（第10号） ◎ 8〜9

25 令和７年度燕市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号） ◎

26 令和７年度燕市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第３号） ◎

27 令和７年度燕市介護保険事業特別会計補正
予算（第３号） ◎

28 令和７年度燕市土地取得特別会計補正予算
（第１号） ◎

29 令和８年度燕市一般会計補正予算（第1号） ◎

発議 1 燕市議会ハラスメント防止条例の制定 ◎

◎は全会一致、○は賛成多数、△は継続審査、×は否決

議
案
番
号
等

議

決

結

果

合　計 公明党
市　民
クラブ

日本共産党
議員団

新風みらい 創成
無
所
属

賛 
 

成

反 
 

対

棄　

権

渡
邉 

雄
三

近
藤 

隆
行

渡
邉 

広
宣

タ
ナ
カ
・
キ
ン

土
田
　
昇

長
井
由
喜
雄

宮
路 

敏
裕

田
澤 

信
行

中
山 

眞
二

藤
井 

秀
人

田
中 

淑
子

小
林
　
由
明

齋
藤 

信
行

岡
山 

秀
義

大
島 

靖
浩

小
林 

秋
光

高
橋 

妙
子

稲
村 
隆
行

齋
藤 
和
也

山
﨑
光
男

議案 3 可決 16 3 0 ー ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 4 可決 16 3 0 ー ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 5 可決 16 3 0 ー ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 6 可決 16 3 0 ー ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 12 可決 16 3 0 ー ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

各議員の賛否 
賛否が分かれた上表の網かけ（　　）の議案等について、議員別に賛否を公表します。
※○は賛成、●は反対、欠は欠席、棄は棄権。なお議長（渡邉雄三）は採決には加わりません。

分水良寛史料館展示室
昭和54年建築の分水良寛史料館。老朽化等により、新たな史料館を
道の駅SORAIRO国上の隣接地に整備するため、基本構想を策定します

新
史
料
館
の
基
本
構

想
は
先
進
地
を
視
察

新
分
水
良
寛
史
料
館
基
本
構
想
策
定
事
業

９
８
９
万
円

問
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
詳

し
く
伺
う
。

答
委
員
会
の
実
証
を
３
回
行
う
こ

と
に
伴
う
、
委
員
の
謝
金
、
費

用
弁
償
な
ど
55
万
7
０
０
０
円
、
先
進

地
な
ど
の
視
察
費
用
と
し
て
33
万
５

０
０
０
円
、
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る

基
本
構
想
の
策
定
支
援
と
し
て
、
業
務

委
託
に
９
０
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

磨
く輝

く

基
金
の
運
用
方
法
と

運
用
益
［
歳
入
］基

金
残
高

問
債
券
に
よ
る
基
金
運
用
の
時
期

と
利
率
は
。

答
安
全
性
の
高
い
国
債
を
中
心
に

購
入
、４
銘
柄
、計
30
億
円
購
入

し
運
用
を
開
始
し
た
。債
券
に
よ
る
利

子
収
入
は
、利
率
０・８
％
か
ら
１・３
％

で
積
算
し
、
特
別
会
計
を
含
め
て
２
３

３
５
万
円
を
予
算
計
上
。
債
券
運
用
を

行
わ
な
い
部
分
は
定
期
預
金
で
運
用
。

予
算
額
は
利
率
０
・
２
２
５
％
で
積
算

し
、
特
別
会
計
を
含
め
て
１
０
２
３
万

６
０
０
０
円
を
予
算
計
上
し
た
。

定
員
見
直
し
で
増
え

た
交
付
税
は
［
国
保
］

　
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
の
導
入

（
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費
）
90
万
円

問
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
「
個

別
健
診
」
導
入
に
つ
い
て
、
想

定
さ
れ
る
対
象
人
数
と
協
力
機
関
数
を

伺
う
。

答
令
和
6
年
度
実
績
の
特
定
健
診

受
診
者
は
４
３
２
１
人
で
受
診

率
が
45
・
6
％
と
な
っ
て
い
る
。
個
別
健

診
受
診
者
は
年
間
１
０
０
人
程
度
を
想

定
し
て
い
る
。
現
在
燕
市
医
師
会
を
通

じ
県
立
吉
田
病
院
を
含
む
11
医
療
機
関

か
ら
協
力
い
た
だ
け
る
見
込
み
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
の
一
人

当
た
り
の
想
定
基
金

国
民
健
康
保
険
税　

11
億
８
３
５
０
万
円

問
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
基

金
は
い
く
ら
と
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
基
金
の
根
拠
と
し
て
は
ど
う
い
う

算
定
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
年
度
当
初
の
基
金
残
高
は
6
億

５
９
４
５
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
る
。
基
金
保
有
額
の
目
安
と
し
て
は

一
人
当
た
り
の
保
有
額
で
約
３
万
３
５

０
０
円
を
想
定
し
て
い
る
。
現
在
の
被

保
険
者
数
で
換
算
す
る
と
４
億
３
０
０

０
万
円
ほ
ど
と
な
る
。

そ
の
他

支
え
る安

らぐ



議案審査議案審査

 

総

総
務
文
教
常
任
委
員
会

 

市

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

 

産

産
業
建
設
常
任
委
員
会

令和7年度燕市一般会計補正予算（第10号）
� ひとり親家庭等医療費助成事業　181万円

医療水準の向上
入院者数減少でも医療扶助費の増加

問 入院者数が減っているにもかかわらず、医療扶
助費が増加している要因について伺う。

答 医療水準の高度化や、県央基幹病院の本格稼働
による潜在需要の掘り起こし、専門病院との連

携が適切に図られていることなどが入院医療費の増加
につながっていると考える。市

令和7年度燕市一般会計補正予算（第10号）
� 保育園運営費　18万円

子供たちへ絵本と玩具を
アルミ缶売値の急騰で収益増

問 カンカンBOOK・TOY事業と福服BOOK・
TOY事業の売却益の増加理由及び購入し

た絵本と玩具の贈呈先について伺う。

答 空き缶の収集量自体は前年度より減ってい
るものの、アルミ缶の売値が急騰している

ことが収益増につながった。また、絵本や玩具は、
公立の保育園・こども園13園及び併設する子育
て支援センターに配布する予定です。（写真A）市

令和7年度燕市一般会計補正予算（第10号）
�つばめ移住・定住促進事業　△1,452万円（減額）

支援制度利用者の低迷
周知の難しさと限定的な制度による

問 子育て世帯移住支援金と地方就職学生支援
移転費補助金の実績がない原因は。

答 子育て世帯移住支援金は、県独自の制度で
周知が行き届いていないためと思われる。地

方就職学生支援移転費補助金は、県の実施要綱で
補助を利用するための要件が前年度に交通費補助
を利用した者を対象とするため、申請できる対象
者が限られ実績がなかった。総

令和7年度燕市一般会計補正予算（第10号）
� 除排雪対策事業　△108万円（減額）

担い手確保に向けて
市内事業者に継続して周知を行う

問 除雪オペレーター資格取得補助金の申請数
が、当初の見込みよりもかなり減っている

が、この現状をどう考えるか。

答 この制度自体、今後も継続していく制度であ
り、徐々にオペレーターの人数が増えていく

よう市内業者に周知を行っていく。産

令和7年度燕市一般会計補正予算（第10号）
� 建築総務費　△1,483万円（減額）

支援事業の周知強化
電気工事店を通し市民に利用を図る

問 木造住宅耐震診断事業補助金について、
当初の見込みよりもかなり減っているが、

この現状をどう考えるか。

答 新しくメニューに加えた感震ブレーカー
等の申請が振るわなかった。皆さんから

感震ブレーカーをつけていただけるよう、電気
工事店にも周知し実績が上がるよう努めていき
たい。（イラストB）産

燕市コミュニティーセンター条例の制定について

利用しやすい施設へ
料金及び減免規定に変更なし

問 「市民交流センター」と「吉田ふれあいセンター」
がコミュニティーセンターとなった場合の利用料金

の変更と、社会教育関係登録団体の減免内容について伺う。

答 利用料金と減免規定に変わりはない。登録さ
れた団体はコミュニティーセンターに移行す

る施設のほか全ての施設で50％の減免、清掃など施
設の維持管理に協力いただいた団体は最大80％の減
免になる。なお物販などを行う場合は、減免の適用
は受けられない。（写真C）総

議案審査
議員の注目点Part.2 ▶くらしに身近な議案をピックアップ　

“くらしに身近 ” だから質
た だ

した
           「 議案を ピックアップ」 

※ ３月定例会全議案の議決結果は、P.7 に掲載
「録画も生中継も！」「スマホやパソコンで！」
議会の様子が映像で見られます。

 燕市議会　議会中継　で検索してください。

5
 Pick Up

6
 Pick Up

No.85　令和８年３月定例会No.85        2026. 5. 1

つばめ市議会NOTEBOOKつばめ市議会NOTEBOOK 89

（燕市HP）
燕市地震に強い
住まいづくり支
援事業

A  �3月6日、あおい保育園でこれまでの収益で
購入した絵本が子供たちに贈呈されました 2

 Pick Up

1
 Pick Up

3
 Pick Up

4
 Pick Up

C   吉田ふれあいセンター

B  
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一般質問

つばめ市議会NOTEBOOKつばめ市議会NOTEBOOK 1011

マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

どうする？ 人口減少問題
 答弁   全国に先駆けた３つの人口戦略を展開録画映像

質問項目▶  人口減少と少子高齢化による担い手不足 

人のつながりをもっと大切に
 答弁   新年度に向けても支援を拡充していく録画映像

近
こ ん ど う

藤隆
た か ゆ き

行
（公明党）

質問項目▶  地域のつながりについて 　

少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
現
状
に
お
い
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化

も
進
行
し
て
い
る
。
様
々
な

角
度
か
ら
地
域
の
つ
な
が
り

が
強
ま
る
よ
う
、
市
と
し
て

積
極
的
な
支
援
が
必
要
。

問
他
の
自
治
体
で
は
、
市

職
員
が
各
地
域
の
組
織

に
入
り
込
ん
で
活
動
し
、
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活

用
な
ど
、
こ
れ
ら
の
取
組
も
効

果
的
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

答
過
去
に
同
様
な
施
策
を

取
り
組
ん
だ
が
、
な
か

な
か
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
。

問
他
の
自
治
体
で
も
や
り

方
を
工
夫
し
、
変
更
し

な
が
ら
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

そ
れ
を
研
究
し
て
は
ど
う
か
。

答
今
後
検
討
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
は
よ
り
、
市

長
、
市
職
員
が
現
場
を
訪
れ
、

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
よ
り

展
開
し
て
い
く
。

地
域
を
巻
き
込
ん

だ
子
供
政
策
を

問
市
は
﹁
こ
ど
も
ま
ん
な

か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
﹂

を
宣
言
し
た
。
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
域
、

団
体
、
企
業
を
巻
き
込
み
、
活

動
し
て
い
く
と
の
宣
言
だ
が
、

今
後
の
具
体
的
な
活
動
を
伺
う
。

答
市
全
体
で
こ
ど
も
ま
ん

な
か
を
推
進
し
、
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
保
育
環
境

や
、
特
色
あ
る
教
育
の
推
進
と

学
び
を
支
え
る
体
制
の
充
実
を

図
る
。
ま
た
子
供
た
ち
の
意
見

を
反
映
す
る
仕
組
み
と
し
て
、

新
年
度
で
は
こ
ど
も
会
議
を
開

催
す
る
。

地域のつながり
は地域の発展だ
けでなく、健康
と防犯などにも
つながる

（市のHPから）

人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
の
活

力
を
維
持
す
る
た
め
﹁
定
住

人
口
戦
略
﹂、﹁
活
動
人
口
戦

略
﹂、﹁
交
流
応
援
人
口
戦
略
﹂

の
３
つ
の
戦
略
を
掲
げ
、
各

種
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。

問
本
市
の
今
後
の
人
口
推

計
の
見
通
し
と
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
方
々

に
配
慮
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
る
。
特
に
、
20

代
か
ら
40
代
は
子
育
て
世
代
で

あ
り
、
か
つ
労
働
力
の
中
核
と

し
て
地
域
経
済
を
支
え
、
持
続

可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
上
で

も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
捉

え
て
い
る
。

問
若
者
の
地
元
定
着
を
促

す
た
め
、
教
育
や
就
労

分
野
で
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
伺
う
。

答
地
元
企
業
の
協
力
を
得

て
、
小
学
生
に
は
、
見

学
や
仕
事
体
験
イ
ベ
ン
ト
等
、

中
学
生
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
講

演
や
職
場
体
験
等
、
高
校
生
に

は
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
等
を

開
催
し
、
そ
の
良
さ
や
魅
力
に

触
れ
る
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

問
子
育
て
施
策
の
充
実
強

化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
﹁
ハ
レ
ラ
テ
つ
ば
め
﹂

の
平
均
利
用
率
は
平
日

で
58
％
、
休
日
で
93
％
。﹁
こ

ど
も
の
森
﹂
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

前
で
１
７
６
％
。﹁
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
﹂
は
対
前
年
度
比

２
２
２
％
で
あ
る
。
子
育
て
施

策
全
体
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
︵
重
要
業
績

評
価
指
標
︶
の
７
年
度
の
満
足

度
は
、
70
・
１
％
で
あ
っ
た
。

大
お お し ま

島靖
や す ひ ろ

浩
　　　　（創成）

 答弁   施策を講じ産地産業の活性化を図る
持続可能な経営のために

録画映像

高
た か は し

橋妙
た え こ

子
（創成）

質問項目▶  少子化社会における人手不足問題と地域経済活性化について 　学校給食費の負担軽減

問
企
業
が
賃
上
げ
を
行
い
、

持
続
可
能
な
経
営
に
取

り
組
む
た
め
に
何
が
重
要
か
、

市
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

答
企
業
が
雇
用
を
維
持
し
、

賃
上
げ
や
設
備
投
資
な

ど
積
極
的
な
経
営
を
実
施
す
る

た
め
に
は
、
企
業
活
動
に
よ
る

収
益
の
増
加
が
図
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
も
市
と
し
て
事
業
収
益
に
結

び
つ
く
企
業
活
動
に
対
し
、

様
々
な
産
業
振
興
施
策
を
講
じ

て
き
た
。
こ
う
し
た
施
策
で
企

業
収
益
を
増
加
さ
せ
、
持
続
可

能
な
企
業
経
営
や
産
地
産
業
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
新
た
に
始
ま

る
育
成
就
労

制
度
に
お
い
て
、
今

後
よ
り
多
く
の
外
国

人
労
働
者
が
増
え
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
外
国
人
労
働
者

の
雇
用
の
在
り
方
も

変
わ
っ
て
い
く
と
思

う
が
認
識
を
伺
う
。

答
技
能
実
習
制

度
で
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
外
国

人
本
人
の
希
望
に
よ

る
転
籍
が
一
定
の
条

件
下
で
認
め
ら
れ
、
受
け
入
れ

企
業
側
に
お
い
て
も
外
国
人
労

働
者
か
ら
選
択
し
て
も
ら
え
る

よ
う
労
働
・
教
育
環
境
の
構
築

も
必
要
と
な
る
。
市
と
し
て
は
、

市
内
企
業
が
育
成
就
労
制
度

を
必
要
に
応
じ
て
う
ま
く
活
用

で
き
る
よ
う
、
セ
ミ
ナ
ー
等
で

情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
制
度

活
用
を
希
望
す
る
企
業
を
専
門

家
に
つ
な
ぐ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

を
考
え
て
い
る
。

育成就労制度は
外国人材の育成
と就労を支援す
る新しい仕組み
である燕市３つの人口戦略（出典： 第3次燕市総合計画）

気になるキーワード、
どれですか？17の視点 一般質問

（一般質問全編は各議員のＱＲコードから録画映像でご覧いただけます）

議員が独自の視点で市に考えを聞く一般質問はこれまで最多の17名が登壇。

17のキーワードから興味あるページへどうぞ。議員の解説　 も必見です！

P.10P.11P.12P.13P.14P.15P.16P.17P.18 P.11P.12P.13P.14P.15P.16P.17P.18

経
済
活
性
化

地
域
政
策

人
口
減
少
問
題

表
示
看
板
設
置

児
童
研
修
館

Ｄ
Ｘ
の
推
進

Ｄ
Ｘ
の
推
進

子
育
て
支
援

原
発
問
題

持
続
可
能
都
市

保
育
認
可
定
員

人
口
減
少
社
会

子
育
て
支
援

燕
市
観
光
戦
略

イ
ン
フ
ラ
維
持

終
活
支
援

市
政
に
つ
い
て
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

デジタル市役所の現状は…
 答弁   DXによる、より質の高い行政運営を録画映像

田
た ざ わ

澤信
の ぶ ゆ き

行
（新風みらい）

質問項目▶  自治体 DX 推進事業による市民サービスの向上と行政業務の効率化 

DX推進の展望と企業支援
 答弁   ＡＩ活用と伴走型支援で生産性向上へ録画映像

齋
さ い と う

藤和
か ず や

也
（創成）

質問項目▶  地域経済の持続性を高める TX の推進 　 市内事業者の DX 推進の現状と今後 

劣化した表示看板の対応は
 答弁   撤去し、新たな看板は設置していない録画映像

藤
ふ じ い

井秀
ひ で と

人
（新風みらい）

質問項目▶  市内の表示看板について 　 除雪対応について 

人材を育てる場として有効
 答弁   中高生が小さい子供と接する機会として録画映像

タナカ・キン
 （市民クラブ）

質問項目▶  児童研修館こどもの森 　公共施設のスロープについて　道の駅 SORAIRO 国上の更なる発展

問
町
内
の
入
り
口
に
設
置

さ
れ
た
表
示
看
板
が
全

く
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
目
に
つ

く
が
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。

答
行
政
区
の
入
り
口
な
ど

に
設
置
の
表
示
看
板
が

経
年
劣
化
で
色
あ
せ
や
剥
が
れ

が
生
じ
、
本
来
の
案
内
機
能
を

果
た
せ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る

の
は
承
知
し
て
い
る
。
現
状
で

は
、
老
朽
化
し
た
看
板
は
市
で

撤
去
し
、
新
た
な
看
板
の
設
置

は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
同

様
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

市
営
駐
車
場
の
除

雪
対
応
は 

問
市
営
駐
車
場
は
、
市
内

に
い
く
つ
あ
り
除
雪
は

ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

答
市
営
駐
車
場
は
吉
田
地

区
３
か
所
、
分
水
地
区

に
５
か
所
の
計
８
か
所
。
除
雪

は
市
内
一
斉
除
雪
の
際
、
道
路

の
除
雪
が
完
了
し
た
後
、
駐
車

場
の
出
入
口
と
場
内
の
通
路
を

除
雪
し
て
い
る
。
駐
車
区
画
内

の
除
雪
は
定
期
駐
車
の
利
用
者

自
身
で
除
雪
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
申
請
時
に
書
面
を
渡

し
了
解
い
た
だ
い
た
上
で
契
約

し
て
い
る
。 

問
国
道
や
市
道
の
信
号
交

差
点
の
通
学
道
路
の
歩

道
除
雪
に
は
ど
う
対
応
し
て
い

る
の
か
。

答
国
道
、
市
道
の
除
雪
作

業
完
了
後
に
、
信
号
交

差
点
で
歩
行
者
に
支
障
と
な
る

雪
山
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
各
道

路
管
理
者
に
情
報
提
供
し
、
対

応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

全く見えない町内の
劣化した表示看板

問
行
政
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン

化
等
、
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

の
進
捗
と
今
後
の
展
望
は
。

答
本
計
画
は
、
順
調
に
進

め
て
き
た
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
４
１
８
手
続
が
オ

ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
る
が
、
実

際
の
利
用
者
増
が
今
後
の
課
題

で
あ
る
。
次
期
計
画
で
は
生
成

Ａ
Ｉ
を
大
き
な
柱
と
し
、
相
談

対
応
の
24
時
間
化
や
受
付
自

動
化
な
ど
多
様
な
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

問
市
内
事
業
者
の
Ｄ
Ｘ
進

捗
状
況
と
、
課
題
に
応

じ
た
今
後
の
き
め
細
や
か
な
支

援
体
制
は
。

答
金
融
機
関
等
と
連
携
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
小
規
模

事
業
者
ほ
ど
コ
ス

ト
や
人
材
不
足
で

Ｄ
Ｘ
が
遅
れ
て
い

る
な
ど
現
状
把
握

に
努
め
て
い
る
。

引
き
続
き
産
官
学

金
連
携
の
﹁
燕
市

Ｄ
Ｘ
推
進
ラ
ボ
﹂

を
軸
に
、
ス
マ
ー

ト
工
場
化
や
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
の

費
用
補
助
、
誰
も

が
利
用
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
窓

口
等
を
通
じ
、
市
内
企
業
の
Ｄ

Ｘ
化
支
援
を
一
層
強
化
す
る
。

問
職
人
の
技
術
の
可
視
化

や
﹁
稼
ぐ
燕
市
﹂
に
向

け
た
Ｄ
Ｘ
の
展
望
は
。

答
Ｄ
Ｘ
に
悩
む
企
業
を
後

押
し
す
べ
く
、
令
和
８

年
度
は
﹁
Ｄ
Ｘ
は
何
に
使
え
る

の
か
﹂
な
ど
の
相
談
費
用
の
補

助
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
等
の

伴
走
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

産
業
全
体
の
持
続
可
能
性
を
高

め
、
よ
り
﹁
稼
ぐ
燕
市
﹂
の
実

現
を
支
援
す
る
。

燕市DX推進ラボとは

児
童
研
修
館
﹁
こ
ど

も
の
森
﹂
は
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
違
っ
て
、

対
象
が
ゼ
ロ
歳
か
ら
18
歳
未

満
ま
で
の
全
て
の
児
童
が
利

用
で
き
る
。
人
材
を
育
て
る

場
と
し
て
、
高
校
生
た
ち
が

も
っ
と
利
用
し
た
く
な
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
よ
う
な

施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

問
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
１

年
間
の
入
館
者
数
に
つ

い
て
伺
う
。

答
昨
年
１
月
11
日
か
ら
今

年
の
１
月
11
日
ま
で
で

累
計
４
万
７
３
８
４
人
。
市
内

の
方
が
２
万
７
１
７
１
人
・
市

外
の
方
が
１
万
８
９
４
９
人
・

県
外
の
方
が
１
２
６
４
人
で
、

構
成
比
は
市
内
57
％
・
市
外

40
％
・
県
外
が
３
％
で
あ
る
。

問
こ
の
数
字
に
は
驚
い
て

い
る
。
今
後
、
市
外
・

県
外
の
方
が
さ
ら
に
増
え
る
と

思
う
し
、
燕
市
に
対
す
る
経
済

効
果
に
も
つ
な
が
る
。
そ
し
て
、

国
の
児
童
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
れ
ば
、
活
動
内
容
が
８
点
挙

が
っ
て
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
育
成
と
活
動
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
う
い
う
場
所
で
下

の
子
の
面
倒
を
み
る
と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
そ
の
人
の
人

間
性
を
高
め
る
た
め
に
も
大
切

な
取
り
組
み
だ
と
思
う
が
い
か

が
か
。

答
市
と
し
て
は
中
高
生
の

子
供
た
ち
に
ぜ
ひ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
接
す
る
機
会

を
設
け
ら
れ
な
い
か
﹁
こ
ど
も

の
森
﹂
の
職
員
と
話
し
合
っ
て

い
る
。

こどもの森の外観。市外・県外
の人も多く訪れる

自
治
体
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
は
人
口
減
少

と
言
う
社
会
問
題
が
あ
る
中

で
必
然
的
な
流
れ
で
あ
り
、

早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ

な
高
齢
者
や
情
報
弱
者
に
対

し
て
の
丁
寧
な
配
慮
も
必
要

と
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
い

か
に
し
て
市
民
に
浸
透
さ
せ

る
か
を
伺
い
た
い
。

問
Ａ
Ｉ
・
Ｒ
Ｐ
Ａ(

定
型

業
務
の
自
動
化)

が
ど

の
よ
う
に
活
用
さ
れ
、
業
務
の

効
率
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
自

動
化
す
る
た
め
の
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
活
用
や
会
議
録
の
自
動
作

成
な
ど
で
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
業
務

の
効
率
化
を
図
っ
て
き
た
。
今

後
は
、
各
種
申
請
に
対
す
る
受

付
の
自
動
化
や
自
動
音
声
に
よ

る
問
い
合
わ
せ
の
24
時
間
対
応

な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な

高
齢
者
や
情
報
弱
者
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

答
デ
ジ
タ
ル
が
不
慣
れ
な

高
齢
者
な
ど
に
対
し
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
、
あ
る
い
は
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
や
地
域
の
茶
の
間
と

も
連
携
し
て
、
何
と
か
デ
ジ
タ

ル
の
利
便
性
と
い
う
も
の
を
皆

様
に
ち
ょ
っ
と
で
も
体
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

DX施策の基本方針

燕市DX推進ラ
ボについて
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

誕生祝い金の終了後の支援は
 答弁   今後も子育て支援の在り方を検討したい録画映像

齋
さ い と う の ぶ ゆ き

藤信行
（創成）

質問項目▶  すこやか赤ちゃん 　 てまりの湯周辺整備  　分水地区の小学校　人材育成

定員見直しで増えた交付税は
 答弁   定員区分精査で9157万5000円増録画映像

長
な が い

井由
ゆ き お

喜雄
（日本共産党議員団）

質問項目▶  保育園・こども園の定員 　こども誰でも通園制度の本格実施　こどもの医療費助成拡充

システムのアップデートを！
 答弁   持続可能な燕市を実現していきたい録画映像

小
こ ば や し

林由
よ し あ き

明
（創成）

質問項目▶  持続可能都市の実現 

原発問題について
 答弁   市民の生命、財産を守ることが私の仕事録画映像

土
つ ち だ

田　昇
のぼる

（日本共産党議員団）

質問項目▶  原発問題 　市の財政問題　農業問題　人口減少対策

問
誕
生
祝
い
金
の
終
了
後

の
支
援
は
。

答
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕

生
祝
い
金
制
度
は
、
子

育
て
の
負
担
軽
減
に
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い

る
。
市
で
は
県
内
初
の
妊
産
婦

医
療
費
の
無
償
化
・
現
物
給
付

化
や
、
３
歳
児
健
診
で
の
視
力

の
屈
折
検
査
導
入
、
県
央
地
域

初
の
病
児
・
病
後
児
保
育
な
ど

を
先
駆
的
に
実
施
。

　

国
に
お
い
て
は
児
童
手
当
の

拡
充
、
小
学
校
給
食
費
の
負
担

軽
減
な
ど
子
育
て
支
援
策
が
大

き
く
強
化
さ
れ
て
い
る
。
誕
生
祝

い
金
は
令
和
８
年
度
で
終
了
す

る
が
、
今
後
は
国
な
ど
の
動
向

を
見
極
め
、
子
育
て
支
援
の
在

り
方
を
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

て
ま
り
の
湯
周
辺

整
備
将
来
の
方
向

問
て
ま
り
の
湯
周
辺
整
備

の
方
向
は
。

答
道
の
駅
国
上
は
今
年
度
、

駐
車
場
不
足
解
消
に
隣

接
地
を
整
備
す
る
。
今
後
の
道

の
駅
全
体
の
集
客
向
上
と
人
の

流
れ
の
変
化
を
見
据
え
た
整
備

と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　

新
分
水
良
寛
史
料
館
の
完

成
は
、
道
の
駅
国
上
を
訪
れ
る

皆
さ
ん
に
新
た
な
魅
力
を
提
供

し
、
滞
在
時
間
の
延
長
や
周
辺

地
域
へ
の
周
遊
を
促
す
起
爆
剤

と
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
新
分
水
良
寛
史
料
館

を
含
む
道
の
駅
全
体
と
し
て
将

来
を
見
据
え
た
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
文
化
振
興
・
観
光
振

興
・
地
域
振
興
の
多
角
的
な
観

点
か
ら
総
合
的
に
検
討
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。周辺整備が望ま

れる道の駅国上

昨
年
の
民
生
児
童
委

員
一
斉
改
選
で
も
欠

員
が
生
じ
て
お
り
、
地
域
福

祉
は
転
換
点
に
あ
る
。
２
０

４
０
年
頃
に
は
燕
市
人
口
は

20
％
減
、
高
齢
化
率
は
40
％

を
超
え
、
高
齢
者
の
３
人
に

１
人
が
軽
度
を
含
め
認
知
症

を
有
す
る
と
予
測
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
従
来
の
﹁
人
数
の

確
保
﹂
か
ら
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

導
入
や
専
門
人
材
活
用
に
よ

る
﹁
機
能
の
維
持
﹂
へ
と
社

会
シ
ス
テ
ム
を
シ
フ
ト
す
べ

き
で
あ
る
。

問
高
齢
化
人
口
減
で
、
自

治
会
な
ど
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
運
営
が
成
り
立
た
な

く
な
る
の
で
は
な

い
か
。 

答
持
続
可
能

な
自
治
会

運
営
の
た
め
、
専

門
的
知
識
や
経

験
を
有
す
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問
認
知
症
世

帯
が
増
加

す
る
中
、
全
国
で

は
集
金
に
お
け

る
住
民
間
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て

い
る
。
防
止
啓
発
や
市
か
ら
の

募
金
依
頼
等
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
自
治
会
の
手
引
に
集
金

の
際
の
注
意
事
項
を
記

載
す
る
な
ど
、
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問
燕
市
の
民
生
児
童
委
員

充
足
率
は
高
く
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
﹁
人
数
の
確
保
﹂

か
ら
﹁
機
能
の
維
持
﹂
へ
と
考

え
を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
欠
員
解
消
に
努
め
る
が

機
能
の
維
持
は
大
切
で

あ
る
。
先
進
事
例
な
ど
を
注
視

し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
活
用
等
の

導
入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
て
運

動
す
る
方
々
も
多
数
い

る
と
思
う
が
、
そ
の
運
動
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
認
識
か

市
長
に
伺
う
。

答
原
発
ゼ
ロ
運
動
は
、
多

様
な
意
見
の
中
の
一
つ

で
あ
り
、
耳
を
傾
け
る
こ
と
は

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
市
民
の
生
活
、
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
が
使
命
で
あ

る
。

　

私
と
し
て
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
様
々
な
意
見
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
し
っ
か
り
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
方
針
や
原
発
の

安
全
対
策
等
に
つ
い
て
説
明
し
、

理
解
し
て
い
た
だ
く
べ
き
と
認

識
し
て
い
る
。

問
現
在
の
原
発
が
非
常
に

危
険
な
こ
と
は
福
島
第

一
原
発
の
事
故
で
承
知
と
思
う

が
、
私
た
ち
の
生
命
・
財
産
・

安
心
・
安
全
を
考
え
た
と
き
、

県
民
と
の
約
束
で
あ
る
７
項
目

が
実
現
で
き
て
い
な
い
と
思
う

が
そ
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

答
昨
年
の
12
月
23
日
に
経

済
産
業
大
臣
と
原
子
力

規
制
庁
長
官
か
ら
文
書
で
知
事

宛
て
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
中
で
国
は
、
要
望
し
た

7
項
目
の
確
実
な
遂
行
と
そ
の

対
応
に
つ
い
て
、
年
1
回
以
上

定
期
的
に
県
と
共
有
す
る
と
約

束
し
た
の
で
、
知
事
は
再
稼
働

の
理
解
要
請
に
了
解
さ
れ
た
。

　

特
に
Ｕ※

Ｐ
Ｚ
に
位
置
す
る
自

治
体
の
首
長
の
方
々
と
連
携
し
、

必
要
な
意
見
を
適
切
に
届
け
て

い
く
。

安心安全を求める原発

昨
年
３
月
議
会
で
保

育
施
設
の
定
員
を
実

数
値
に
近
い
調
整
を
す
る
こ

と
で
、
地
方
交
付
税
の
増
額

に
結
び
つ
く
基
準
財
政
需
要

額
の
積
み
増
し
と
な
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
令
和
７
年
度

で
の
定
員
調
整
と
影
響
額
は

こ
れ
に
よ
り
ど
う
な
っ
た
の

か
を
問
う
。

問
昨
年
の
指
摘
に
よ
り
利

用
定
員
を
ど
う
変
え
た

か
。
そ
れ
に
よ
る
基
準
財
政
需

用
額
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
私
は

市
が
９
月
に
示
す
﹁
事
務
報
告
﹂

か
ら
20
年
分
の
保
育
施
設
の
利

用
定
員
と
入
園
児
数
を
ま
と
め

て
み
た
。
令
和
７
年
度
は
公
立

13
園
中
12
園
で
２
９
０
人
分
の

調
整
を
し
た
と
見
た
。
毎
年
３

０
０
人
〜
５
０
０
人
台
の
開
き

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
25
億
円
か

ら
30
億
円
の
需
用
額

の
積
み
上
げ
損
を
し

て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

大
事
な
と
こ
ろ
を
見

落
と
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
反
省
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
だ
。
ほ
か
に
見

落
と
し
が
な
い
か
も

検
証
し
て
ほ
し
い
。

答
指
摘
を
受
け
て
令
和
７

年
度
か
ら
実
際
の
園
児

数
と
大
き
く
乖
離
し
な
い
よ
う

調
整
を
図
っ
て
い
る
。
定
員
区

分
の
精
査
に
よ
り
、
令
和
７
年

度
の
基
準
財
政
需
用
額
の
差
額

は
９
１
５
７
万
５
０
０
０
円
と

な
っ
た
。
合
併
後
20
年
間
の
積

み
上
げ
損
は
ご
指
摘
の
と
お
り

で
あ
る
。
大
き
く
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
は
認
識
を
し
て
い
る
。

算
定
が
少
し
で
も
変
わ
る
こ
と

で
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
適
切

に
算
定
し
て
い
く
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

20年分の保育施設の
利用定員と入園児数を
まとめた資料

※UPZとは原子力発電所からの距離が半径おおむね５〜30キロメートル区域のことを指しています

人口減高齢化で地域運営は限界に。数に頼らない社会シス
テムへのアップデートが急務。（出典：第３次燕市総合計画）
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マ
ー
ク
が
つ
い
た 

枠
内 

は
、
議
員
が
質
問
の
背
景
や
説
明
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。　
　

 

マ
ー
カ
ー 

し
て
あ
る
質
問
項
目
は
本
文
に
内
容
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今後の子育て支援について
 答弁   全ての子供たちが夢を描ける環境づくり録画映像

質問項目▶  今後の子育て支援 　 デ
※

フについて 　

田
た な か

中淑
よ し こ

子
  （新風みらい）

観光誘客を強化するべきだ！
 答弁   魅力的なまち燕市の実現を目指していく録画映像

岡
お か や ま

山秀
ひ で よ し

義
（創成）

質問項目▶  燕市観光振興について 

インフラ更新は間に合うか
 答弁   厳しい中で維持管理を継続

稲
い な む ら

村隆
た か ゆ き

行
（創成）

質問項目▶  公共インフラについて 　 保育について 

録画映像

持続可能な重要事業とは
 答弁   変化の兆しが実感できる事業展開を録画映像

渡
わ た な べ ひ ろ の ぶ

邉広宣
（市民クラブ）

質問項目▶  新年度予算 　 人口減少社会 　産業振興について

新
年
度
予
算
の　

具
体
策
に
つ
い
て

問
新
年
度
予
算
は
、
人
口

減
少
社
会
を
前
提
に
持

続
可
能
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
燕
市
を
進
化
、
発
展
さ

せ
る
新
産
業
創
出
事
業

や
中
小
企
業
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援

事
業
、
つ
ば
め
稼
ぐ
農
業
支
援

な
ど
の
施
策
で
地
域
の
活
性
化

と
経
済
効
果
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
事
業
承
継
の
基

礎
調
査
も
行
い
、
次
年
度
以
降

に
対
し
て
利
活
用
を
含
め
企
業

誘
致
な
ど
に
つ
な
げ
る
意
味
で
、

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン

プ
の
大
き
な
種
ま
き
の
ス
タ
ー

ト
の
年
だ
と
認
識
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

人
口
減
少
の
認
識
、

分
析
を
問
う

問
人
口
減
少
要
因
と
し
て

自
然
動
態
、
社
会
動
態

と
そ
の
両
方
と
あ
る
が
、
そ
の

認
識
と
分
析
に
つ
い
て
伺
う
。

答
人
口
減
少
分
析
に
つ
い

て
庁
内
の
部
長
会
議
な

ど
で
定
期
的
に
自
然
減
、
社
会

減
と
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
分
析
を

行
い
人
数
を
確
認
し
て
い
る
。

特
に
若
い
世
代
の
転
出
抑
制
に

向
け
働
き
が
い
や
生
活
の
質
の

向
上
の
た
め
、
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
が
優

先
的
に
取
り
組
む
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

希望溢れる彩られる
新年度予算スタート

燕
市
は
、
世
界
に
誇

る
金
属
加
工
技
術
を

有
す
る
﹁
も
の
づ
く
り
の
ま

ち
﹂
で
あ
り
、
多
様
な
観
光

資
源
を
有
し
て
い
る
地
域
で

あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光

が
経
済
に
与
え
る
影
響
は
極

め
て
高
い
。
今
、一番
求
め
ら

れ
て
い
る
﹁
も
の
づ
く
り
﹂

と
﹁
桜
﹂
も
燕
市
に
あ
り
、

戦
略
的
に
誘
客
す
れ
ば
一
大

観
光
地
と
な
る
。
し
か
し
、

現
状
は
通
過
型
観
光
に
と
ど

ま
り
、
十
分
な
経
済
効
果
に

結
び
つ
い
て
い
な
い
。

問
産
業
史
料
館
や
工
場
見

学
、
職
人
体
験
を
戦
略

的
な
観
光
商
品
と
し
、 

国
上
山

や
弥
彦
山
を
含
め
た
広
域
回
遊

ル
ー
ト
を
強
化
展
開
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、 

広
域
連
携

の
強
化
と
と
も
に
、
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
取

得
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答
観
光
振
興
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
の
人
々
を
引

き
つ
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
現

在
、
弥
彦
・
燕
三
条
エ
リ
ア
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
会
議
を
組
織
し
、

広
域
的
な
事
業
を
展
開
し
て
い

る
。
Ｄ※

Ｍ
Ｏ
取
得
に
つ
い
て
は

研
究
す
る
。

問
﹁
通
過
型
か
ら
滞
在
型
﹂

﹁
量
か
ら
質
﹂﹁
点
か
ら

面
﹂
と
転
換
し
、
観
光
を
地
域

経
済
の
柱
と
す
る
明
確
な
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
燕
市
観
光
協
会
に
民
間

出
身
の
事
務
局
長
を
迎

え
て
体
制
強
化
す
る
。
観
光
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
観
光

客
か
ら
選
ば
れ
、
市
民
も
誇
れ

る
魅
力
的
な
ま
ち
燕
市
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

外国人観光客
が行きたい上
位「ものづくり」
「桜」がある燕
市は注目観光地
となっている

問
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

伺
う
。
愛
知
県
清
須
市

で
は
新
１
年
生
へ
の
ラ
ン
ド
セ

ル
贈
呈
を
行
っ
て
い
る
が
検
討

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
子
育
て
す
る
な
ら
燕
市

で
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
政
策
を
展
開
し
、
子
供
た

ち
に
夢
と
希
望
を
育
む
取
り
組

み
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た

い
。
障
が
い
が
あ
る
子
供
た
ち

や
不
登
校
の
子
供
た
ち
へ
の
支

援
強
化
な
ど
の
環
境
づ
く
り
を

目
指
す
。

　

ま
た
清
須
市
で
実
施
し
て
い

な
い
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
就

学
援
助
の
中
に
ラ
ン
ド
セ
ル
購

入
費
も
入
っ
て
い
る
の
で
現
状

は
難
し
い
。

聴
覚
障
害
へ
の　

支
援

問
手
話
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
手
話
や
医
療
的

ケ
ア
が
必
要
な
方
へ
の
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
い
、
共
に
生

き
る
共
生
社
会
を
燕
市
と
し
て

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

市
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

答
市
内
小
・
中
学
校
で
今

年
度
８
校
に
て
点
字
や

手
話
を
学
ぶ
学
習
を
実
施
し
て

お
り
、
子
供
た
ち
が
お
互
い
に

支
え
合
う
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら

障
が
い
者
雇
用
理
解
促
進
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
障
が
い
の
あ
る

人
を
受
け
入
れ
る
側
へ
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
つ

ば
め
バ
リ
ア
フ
リ
ー
フ
ェ
ス
を
開

催
し
、
広
く
市
民
に
障
が
い
や

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理
解
を
広

め
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

愛知県清須市で
は新1年生に入
学祝いとしてラ
ンドセルを贈呈

消
雪
パ
イ
プ
や
下
水

道
、
橋
梁
な
ど
の
多

く
が
高
度
経
済
成
長
期
に
整

備
さ
れ
て
お
り
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
今
後
は
更
新

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
ど
う

安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
が
全
国
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問
消
雪
パ
イ
プ
や
下
水
道
、

橋
梁
に
つ
い
て
、
現
在

の
更
新
計
画
や
予
算
規
模
で

安
定
的
に
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
か
伺
う
。

答
更
新
需
要
は
増
加
す
る

一
方
、
財
政
状
況
は
厳

し
さ
を
増
す
見
込
み
。
各
種
計

画
に
基
づ
き
重
要
度
や
緊
急

度
を
踏
ま
え
て
優
先
順
位
を
定

め
、
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努

め
る
。

保
育
の
質
向
上
に

向
け
て

問
適
切
な
保
育
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。
市
は
ど
の

よ
う
に
確
認
し
て
い
る
か
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
や
不

安
の
声
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
改
善
に
つ
な

げ
て
い
る
か
伺
う
。

答
県
の
指
導
監
査
や
人
材

育
成
支
援
チ
ー
ム
の
巡

回
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
。
相

談
が
あ
っ
た
場
合
は
事
実
関
係

を
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
て
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
業
務
改
善
や
研
修
の
実
施

な
ど
に
よ
り
、
支
援
体
制
の
強

化
を
進
め
て
い
く
。

老朽化が進むインフラの維持
が全国的に大きな課題となっ
ている

※耳が聞こえない、聞きづらい方のこと

※�DMOとは(Destination Management/Marketing Organization)の略。観光地域づくり法人。
地域の多様な関係者と協同し、科学的アプローチを取り入れた観光地域づくりの司令塔となる法人
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質問項目▶  終活支援について 　学校給食の無償化

個人の尊厳を守る終活支援を
 答弁   様々な窓口を通じ、不安解消に努める録画映像

宮
み や じ と し ひ ろ

路敏裕
（日本共産党議員団）

問
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す

る
中
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
若
い
親
族
の
助
け
を
借
り

ら
れ
な
い
場
合
な
ど
の
支
援
体

制
は
ど
う
か
。
ま
た
、﹁
大
切

な
方
へ
の
絆
ノ
ー
ト
﹂
に
つ
い

て
の
市
民
の
反
応
は
ど
う
か
。

答
高
齢
者
が
医
療
や
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
相

談
窓
口
や
支
援
体
制
の
充
実
に

努
め
て
い
る
。﹁
大
切
な
方
へ

の
絆
ノ
ー
ト
﹂
は
長
寿
福
祉
課

窓
口
等
で
、
市
民
へ
無
償
で
提

供
し
て
い
る
。
例
年
11
月
開
催

の
﹁
介
護
・
福
祉
学
び
の
収
穫

祭
﹂
で
は
、
書
き
方
講
座
を
実

施
し
、﹁
自
分
な
り
に
考
え
て

書
き
た
い
﹂
と
い
う
感
想
な
ど
、

自
身
や
家
族
の
終
活
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

る
。
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の

情
報
を
書
き
留
め
て
、
必
要
な

人
に
情
報
提
供
す
る
ツ
ー
ル
で

も
あ
る
。

問
誰
も
が
望
む
生
き
方
が

か
な
え
ら
れ
る
よ
う
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
市
民

に
登
録
し
て
も
ら
う
事
例
が
他

自
治
体
に
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も
研

究
し
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
横
須
賀
市
の
﹁
わ
た
し

の
終
活
登
録
﹂
や
名
古

屋
市
の
﹁
あ
ん
し
ん
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂
は
承
知

し
て
い
る
。
し
っ
か
り
情
報
収

集
に
努
め
、
燕
市
で
や
る
べ
き

こ
と
が
あ
れ
ば
、
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
。

自身や家族、もしもの連絡先
リスト、葬儀やお墓など託す
ものなどを記入する

領域マップは、協力隊のミッションが4つの活動方針、
27のカテゴリーに分類されている

活
動
領
域
マ
ッ
プ

を
募
集
の
指
標
に

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活

動
領
域
マ
ッ
プ
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。
燕
市
も
様
々
な

課
題
解
決
や
活
性
化
の
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
採
用
し
て
こ
な
か
っ

た
幅
広
い
分
野
か
ら
隊
員
を

募
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
令
和
８
年
度
は
新
た
に

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
と
農
業
の
分
野
に
お
い
て
協

力
隊
員
を
採
用
し
た
い
。

問
気
象
庁
は
今
年
５
月
下

旬
か
ら
、
気
象
の
警
報

な
ど
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
防
災
計
画
等
の
点

検
や
見
直
し
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答
改
定
内
容
は
現
在
確

認
中
で
あ
る
。
改
定

が
決
ま
れ
ば
﹁
広
報
つ
ば
め
﹂

等
に
よ
り
市
民
に
周
知
し
、

地
域
防
災
計
画
は
次
回
改
定

時
に
用
語
の
修
正
を
行
う
。

15
年
ぶ
り
に
代
わ
っ

た
燕
市
の
ト
ッ
プ
に
、

三
条
市
と
の
合
併
に
つ
い
て

の
考
え
を
訊
い
た
。

問
合
併
20
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
、

新
市
長
の
燕
三
条
合
併
に
関
す

る
所
見
を
伺
う
。

答
現
状
に
お
い
て
は
三
条

市
と
は
合
併
で
は
な
く
、

連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。問

市
は
今
後
生
成
Ａ
Ｉ
と

ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
く
考
え
か
。

答
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
総
務
省
の
﹁
自
治
体
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
活
用
・
導
入
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
﹂
に
示
さ
れ
て
い
る
他

団
体
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地域おこし協力隊員の募集は
 答弁   市の課題解決や地域活性化のために採用録画映像

山
や ま ざ き

﨑光
み つ お

男
（無所属）

質問項目▶ 地域おこし協力隊の伴走支援 　 防災について 　  燕市合併 20 周年 　 市役所業務の効率化・省力化 

２月４日（水）、福島県須賀川市議会「議会広報常任委員会」の
皆さん 8 名が視察に来られました。
平成 26 年７月に来燕いただき、今回は２回目となります。

つばめ市議会ノートブックを学びに
。

青森県

むつ市議会
来燕

福島県

須
す か

賀川
がわ

市議会

　　来
燕

 ようこそ　燕市へ

 2月10日 西蒲原福祉事務組合議会定例会

 2月13日 全員協議会（当初予算説明）

 2月18日 三条・燕総合グラウンド施設組合議会第1回定例会

 2月19日 議会運営委員会

 2月20日 燕・弥彦総合事務組合第1回定例会

 2月24日
三条・燕・西蒲・南蒲広域養護老人ホーム施設
組合議会第1回定例会

 2月25日 全員協議会、議員協議会

 2月26日 議会広報等特別委員会

 3月 4日 本会議（初日）

 3月 5日 本会議（２日目）

 3月 9日 本会議（3日目）

 3月10日 本会議（４日目）、議会運営委員会

 3月11日 総務文教常任委員会

議会日誌　主な動きをお知らせします
 3月12日 市民厚生常任委員会

 3月13日 産業建設常任委員会

 3月17日 予算審査特別委員会（1日目）

 3月18日 予算審査特別委員会（2日目）

 3月23日 予算審査特別委員会（3日目）

 3月25日 燕三条地場産業振興センター理事会

 3月26日 議会運営委員会、全員協議会、本会議（最終日）

 4月13日 議会広報等特別委員会

議会中継はこ
ちらからご覧
いただけます

 2月 4日 福島県須賀川市議会　つばめ市議会ノートブック

 2月 5日 新潟県聖籠町議会　道の駅 SORAIRO国上

 4月22日 岡山県議会　燕市産業史料館

視察の受け入れ（右側は視察のテーマです）

議会日誌・視察の受け入れ

須賀川市ミニ情報
福島県のほぼ中央に位置し、東北自動車道や国道４号、JR東北本線、福島空港を有し首都

圏等へのアクセスが良い「臨空都市」です。市内を阿武隈川、釈迦堂川が流れ翠ヶ丘公園な

ど緑豊かな環境が整い、国指定名勝「須賀川牡丹園」や日本三大火祭りの一つ「松明あかし」

も有名です。また、特撮の神様・円谷英二の出身地としても知られています。

須賀川市の
議会だよりは
こちらから

つばめ市議会NOTEBOOK19

燕市さんは「どんな世

代にも手に取ってもらえる表紙作

り」をされているということで伺いました。

　私たちは若いみなさんが手に取って中を読ん

でもらえるように表紙を「議会だよりの顔」となる

よう改革を進めているところです。最近リニューアルを

して「若い人向けの色使い」に変えたんですが、今度は

年配の方々から「見づらい」という声をいただいたんです。

どの世代にも見やすく読みやすいものにというところを考

えていかなければいけないと思ってい

ます。

　私たちも「市民目線を重視」して

つくっていきたいと思います。

須賀川市 議会広報常任委員会　

委員長　堂
どうわき

脇 明
あ き な

奈



議会にみんなの声を！   １分アンケート実施中。
たくさんの声、お待ちしています！

家の庭でアマガエルが
「ケロケロケロ」と合唱す
る季節です。そして、それ
が合図のように梅雨の季
節に入ります。しかし、あ
ちこちで傘の花が開く季
節でもあるんです…ようは
楽しみ方の問題ですね。

今 ・ 号 ・ の ・ 表 ・ 紙
C o v e r  s t o r yC o v e r  s t o r y

桜の花が咲く季節が大好きです。春は入園、入学、新
社会人と、フレッシュな姿も見かけ、気持ちも新たにさ
せてもらえます。ノートブックの編集も、整合性に間違い
がないように作業のフィルターを一枚加えました。作り手
としても気持ち新たにお届けします。� （長井由喜雄）

編 ・ 集 ・ を ・ 終 ・ え ・ て
F r o m  e d i t o rF r o m  e d i t o r

㈱味彩燕 調理員
尾
お ざ き

崎 明
あ き こ

希子さん （東部学校給食センター）

　食缶が空っぽで返ってくると、美味
しく食べてくれたんだとうれしくなりま
す。調理員は人とつながっているし、
感謝を感じることができる仕事です。

㈱味彩燕 給食センター 総括責任者
土
つ ち だ

田 沙
さ や か

也香さん  （東部学校給食センター） 

　アレルギーのある子供たちもいます。
食材に配慮しながら常に安心・安全を
心がけて、毎日子供たちから喜んでも
らえるように取り組んでいます。

栄養教諭
小
こ じ ま

嶋 智
と も こ

子さん  （東部学校給食センター） 

　時には学校を訪問し、一緒に食べて
食育の指導もしています。子供たちが
給食を食べたときの反応が良いと、と
てもやりがいを感じます。

栄養教諭
丸
ま る や ま

山 朝
あ さ み

美さん （東部学校給食センター） 

　鶏肉のレモンあえとトマみそカレー豚丼
が人気。食器は燕製品です。郷土に誇り
を持ち、食への感謝の気持ちを持てる子
に育ってほしいです。

「カタログポケット」の
ダウンロードはこちらから

議会だよりは年４回（２月１日・５月１日・
８月１日・11 月１日）発行。各戸配布のほか、
議会ホームページやスマートフォンアプリ

「カタログポケット」からもご覧いただけます。

高齢者や視覚の弱い方にも配
慮したユニバーサルデザイン

フォントを
使用してい
ます。
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燕市合併20周年お
めでとう給食では子
供が地元特産を理
解して調理法や彩
り、味と献 立全 体
のバランスまで考え
て提案しました。

にんじんをツバメや桜の
形に切ったり、工夫が見
られます。美味しそう！

栄養教諭
石
い し い

井 礼
あ や か

香さん (西部学校給食センター）  
　子供たちの郷土愛あふれる応募献
立に驚きました。燕市は地元産使用
率が高く、若手生産者の活躍にも期待
しています。

㈱メフォス 給食センター 総括責任者
細
ほ そ か い

海 さくらさん  (西部学校給食センター） 
　調理工程が多くて苦労しましたが、
20周年記念メニューに携わることがで
きて、調理師としてとても光栄に思って
います。

〒
959-0295

新
潟

県
燕
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吉
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西
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地
    Tel. 0256-77-8341   Fax. 0256-77-8343 　
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「西部学校給食センター」と「東部学校給食
センター」を取材しました。栄養士さん・調
理師さんから、燕市合併20周年おめでとう給
食や日々の業務などのお話を聞きました。

西部学校給食センター
東部学校給食センター




